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'前報 ｢単板剥ぎ取り機械に関する研究 (ⅩⅩIV) StudiesonVeneerCuttingMachine(XXIV)｣は,長崎大学教育学部紀要 -自然科
学一 第68号 39-44(2003.3)に掲載｡











































単板剥ぎ取り機械に関する研究 (ⅩⅩⅣ) 接触面積拘束工具による単板切削現象の一考察 47
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50 杉 山 滋
によれば,A,の減少について,飽水材の切削では,気乾材の切削よりLが顕著に減少する｡
3)接触面積拘束工具を用いることにより,刃先付近の応力集中の程度が増加する｡と
くに,Rrが小さくなるなど,その傾向が顕著になる.刃先付近の応力集中の程度は,垂直
応力αの方が一層大きい (Fig.4)0
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